
今年度は、図書館に来てくれる生徒が多く、

そして本を借りてくれる生徒もたくさんでした。

「本を読む」ということは、自分の人生を

豊かにするためにとても有効です。

そんな図書館の一番大事な仕事は何だと

思いますか？本を買うこと？並べること？

いいえ、「開いていること」です。

放課後や昼休みにふらっと立ち寄って

自分の時間を過ごせる場所、何も言わず

迎えてくれる快適な場所、そういう場所

を作ってくださった山下先生に感謝です！

４月からもどんどん図書館に

来てくださいね！

２月までの貸出冊数発表！
かしだしさっすうはっぴょう

みんなたくさん読んでくれて嬉しいです。 19冊

17冊

いよいよ今年度も終わりです。
進級する準備はばっちりですか？ ６冊

春休みにちょっと本を読んでみませんか？ ４冊

新たな自分を発見してみませんか？ １年 ２年 ３年 ４年

図書館はいつでも開いています！

図書館だより
３月号

自分の根っこ

あなたの根っこは何ですか？と問われると …
「はあ～？」と問い返してしまいそうですね。

身近な野菜のトマトは、大きくなあれ甘くなあれと肥料を多くやると、幹や枝

ばかり大きくなって、実がつきにくくなったり、おいしくなく腐りやすい実に

なります。ところが、少し水不足で少し栄養不足の状態が続くと、根には真っ白な羽毛のよ

うな部分が発達し、自ら水分や栄養分を収集し、甘くておいしい実をたくさんつけます。

自分をふり返ってみると、頭やカラダが勝手に反応している事柄、自分の得意な事柄･･･、

そんなものが自分の自信や元気の源となっていることに気づくと思います。

そうです、自分が自然と求めている事柄が自分の根っこなのです。

この根っこに関わる事に対して多くの本に出会ってきましたが、その本たちは不思議とそ

の時々に『読んでみない?』って表紙を輝かせながら呼んでくれるのです（本当にその本だ

けが明るくキラキラするのですよ）。

でも図書館や本屋に行かないと呼ばれませんし、感動もありません。

さあ、あなたもまずは足を動かしてみましょう。

皆さんに、新しい気づきと感動が訪れることを願っています。

図書館担当 山 下 博 史


